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事業内容

１　出資等の状況（H25.4.1現在） （単位：千円,位）

367,000

出資（出捐）額
出資（出捐）

割合
出資（出捐）

順位
備考

200,000 54.5% 1

30,000 8.2% 2

7,000 1.9% 3
旧下総町
旧大栄町合算

6,000 1.6% 4 旧沼南町合算

5,000 1.4% 5

5,000 1.4% 5

5,000 1.4% 5

5,000 1.4% 5

5,000 1.4% 5

99,000 27.0%

２　社員（会員）の状況(社団法人のみ）（H25.4.1現在）

社員数

県

市町村

国又は政府系機関

民間法人

その他

団体名 公益財団法人　千葉県下水道公社 県所管課 県土整備部都市整備局下水道課

千葉県

資本金（又は出捐金）

理事長　田　中　　亨

０４３－２７８－１６３１（代表）

平成4年3月25日

http://www.chiba-gesui.or.jp

千葉市美浜区磯辺８－２４－１

１．流域下水道施設の維持管理業務
２．下水道知識の普及啓発
３．下水道技術の調査研究及びその成果の活用
４．下水道の多目的活用に関する調査研究及びその成果の活用
５．下水道技術者の養成
６．下水道事業に係る建設業務
７．その他公益目的を達成するために必要な事業

千葉県企業庁

出資（出捐）者

成田市

市川市

船橋市

柏市

千葉市

公社等外郭団体に関する情報公開

君津市他47市町村

社員総数

区　　　　　　分

内
訳

地方公共
団体

市原市

０４３－２２３－３４５０

松戸市

主な者



３　財務状況　

(１)貸借対照表から
（単位：千円）

項　　　目 ２２年度 ２３年度 ２４年度

総資産 2,223,018 2,390,766 2,628,659

負　債 1,671,213 1,772,238 1,926,656

(うち有利子負債）

純資産 551,805 618,528 702,003

累 積 損 益（利益剰余金） 184,805 251,528 335,003

（２）損益計算書 （単位：千円）

項　　　目 ２２年度 ２３年度 ２４年度

総 収 入　　（＝売上高＋営業外収益＋特別利益） 4,349,818 4,124,931 3,702,198

経 常 損 益 65,966 66,723 83,476

当 期 損 益 65,966 66,723 83,476

減価償却前当期損益　　　　 419,875 67,194 83,938

４　年度末借入金残高等の状況 （単位：千円）

　　　項　　　目 ２２年度 ２３年度 ２４年度

借 入 金 残 高　　　　　     0 0 0

うち県からの借入金残高 0 0 0

うち県以外からの借入金残高 0 0 0

0 0 0

〈貸借対照表〉　純資産⇒正味財産合計

　　　　　　　　　　利益剰余金⇒一般正味財産

〈損益計算書〉　損益計算書⇒正味財産増減計算書

　　　　　　　　　　総収入（＝売上高＋営業外収益＋特別利益）⇒総収入（＝経常収益＋経常外収益

　　　　　　　　　　＋当期指定正味財産増加額）

　　　経常損益⇒当期経常増減額

　　　当期損益⇒当期一般正味財産増減額

うち県の債務保証又は損失補
償の対象となる借入金残高

※一般社団・財団法人及び公益社団・財団法人（特例法人（従来の公益法人）含む。）については、
次のとおり公益法人会計基準に読み替える。

※累積損益（利益剰余金）については、基本金又は基本財産に相当するものを除いたものとなる。



５　県の財政支出の状況

（１）委託料・補助金等 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２２年度 ２３年度 ２４年度

委託料   　　
流域下水道施設に係る維持管理、
包括委託の履行確認業務等 2,566,253 2,487,592 2,609,547

補助金･交付金・
負担金

合　　　計 2,566,253 2,487,592 2,609,547

（２）その他 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２２年度 ２３年度 ２４年度

利子補給

税の減免額

出資金

貸付金

上記以外のもの

合　　　計 0 0 0

（３）委託料のうち再委託に関するもの （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２２年度 ２３年度 ２４年度

委託料のうち再委
託したもの

下水道の普及啓発事業、施設の維
持管理業務、修繕事業 1,403,136 1,379,128 1,433,940

再委託のうち入札
によるもの

施設の維持管理業務、修繕事業 1,335,142 1,306,855 1,340,235

再委託のうち随意
契約によるもの

下水道の普及啓発事業、施設の維
持管理業務、修繕事業 67,994 72,273 93,705



６　役職員の状況（各年度７月１日現在）

（１）役職員数 （単位：人）

２３年度 ２４年度 ２５年度

常勤役員数   3 3 3

うち県退職者 1 2 2

うち県派遣職員 2 1 1

常勤職員数  44 41 41

うち県退職者 0 1 1

うち県派遣職員 6 3 3

（２）役職員の平均年収等の状況

２３年度 ２４年度 ２５年度

役員数（県派遣又は県ＯＢ） 3人（3人） 3人（3人） 3人（3人）

役員平均年齢 60.3歳 60.0歳 60.0歳

平均年収(千円） 9,937千円 9,370千円 8,610千円

職員数（県派遣又は県ＯＢ） 44人（6人） 41人（4人） 41人（4人）

職員平均年齢 44.0歳 45.1歳 46.0歳

平均年収(千円） 7,002千円 7,416千円 7,240千円

　①　対象は常勤の役職員です。（嘱託職員、日々雇用職員は除く。)
　②　役職員数は実人員を記入してください。
　③　平均年収は、役員報酬や給料等総人件費を実人員で除して算出すること。

項　　　目

項　　　目

　③　平均年収は、役員報酬や給料等総人件費を実人員で除して算出すること。

※実人員の考え方
　・4月に役員が4人いて、年度途中で2人交替し、年度末に4人であった場合の実人員は4人
　・4月に役員が5人いて、10月から1人減り、年度末に4人であった場合の実人員は4.5人
※平成２５年度の平均年収については推計となる。

７　改革方針の取組状況

改革方針（区分）

改革方針（概要）

取組状況

その他（特記事項
等）

＊平成24年3月に千葉県行政改革推進本部で決定した改革方針とその取組状況を記載してください。

縮小

・役職員については、18年度から22年度当初までに12名の削減を行っているが、
業務量の減に伴い、適正な人員配置と組織のあり方について引き続き検討を
進める。
・今後も、県からの人的関与を縮小するため、県派遣職員を段階的に削減しなが
ら、プロパー職員の定数についても業務量に見合った人数としていく。
・公益法人への移行を進めるとともに、プロパー職員の管理職への登用や企画部
門への配置等、自立型経営に向けた組織体制を構築していく。

・県からの人的関与を縮小するため、平成24年度において県派遣職員を３名削減
し嘱託職員を雇用しました。
・公益法人として認定され、平成25年度から公益財団法人へ移行しました。


